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Public relations
of Mishima-town,

Fukushima in Japan

March
弥生

雪国の暮らしから
生まれたデザイン

編み目の美しさが光るマタタビざる

第13回全国編み組工芸品展 交流センター山びこ

9：00～17：003月15日㊏・16日㊐

問生活工芸館 ☎0241（48）5502
福島県大沼郡三島町大字名入字諏訪ノ上395

http://www.okuaizu-amikumi.jp

㊟当日は大変込み合うことが予想されます。また雪が降ることもある
時期ですので、お車の運転などには十分注意してお越しください。

入賞者表彰式（経済産業大臣表彰ほか）

展示販売、実演、体験コーナー

第33回三島町生活工芸品展 生活工芸館



福島県大沼郡三島町　みしままち

　三島町は、福島県の西部を流れる只見川沿
いの小さな町です。優良な「会津桐」の産地と
して知られるほか、小正月の行事「サイノカミ」
や、野山の材料で作る「編み組細工」などの伝
統が受け継がれ、「日本で最も美しい村」連合
に加盟しています。
■面積90.83㎢ ■人口1,864 人（2月1日現在）
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4 看護師さんから
いい話聞きました。
県立宮下病院の出前講座
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祈願「初午祭」／お釈迦様の団
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こんにちは。協力隊です。Vol.5

1_御神木となる杉を切るなど、サイノカミ作りを体
験した三島小の児童たち　2_会場を彩った「団子
さし」　3_桐下駄飛ばし大会や、雪上フラッグなど、
楽しいイベントを繰り広げた　4_雪国の装いでラ
イブを行った民謡アイドルの永峯恵さん。雪上イベ
ントにも参加して盛り上げた　5_「奥会津三島横丁」
の前で行われた雪上綱引き大会。滑りながら必死
に引っ張り、寒さも吹き飛ばした　6_赤々と燃え
たサイノカミと、願いを込めて打ち上げられた花火

　

第
42
回
雪
と
火
の
ま
つ
り
は

２
月
８
日
、
町
民
運
動
場
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
国
の
重
要
無

形
民
俗
文
化
財
「
三
島
の
サ
イ

ノ
カ
ミ
」の
再
現
を
メ
イ
ン
に
、

多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
を
繰
り
広
げ

ま
し
た
。

　

会
場
で
は
朝
か
ら
、
桧
原
地

区
と
川
井
地
区
の
方
々
が
サ
イ

ノ
カ
ミ
作
り
を
行
い
、
高
さ
20

メ
ー
ト
ル
以
上
の
御
神
木
を
立

て
ま
し
た
。
三
島
小
・
三
島
中

の
児
童
生
徒
も
サ
イ
ノ
カ
ミ
作

り
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

当
町
と「
山
海
交
流
」を
行
っ

て
い
る
、
い
わ
き
市
四
倉
か
ら

は
約
80
人
が
訪
れ
、
サ
イ
ノ
カ

ミ
作
り
を
体
験
し
た
ほ
か
、
普

段
は
機
会
の
な
い
雪
の
中
で
の

イ
ベ
ン
ト
を
満
喫
し
ま
し
た
。

　

立
て
ら
れ
た
５
本
の
サ
イ
ノ

カ
ミ
に
御
神
火
が
点
火
さ
れ
、

燃
え
上
が
る
炎
が
会
場
を
包
み

ま
し
た
。
合
格
祈
願
や
、
家
族

の
幸
せ
を
願
っ
た
花
火
も
打
ち

上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
会
津

若
松
市
出
身
の
民
謡
ア
イ
ド

ル
、
永
峯
恵
さ
ん
が
ラ
イ
ブ
ス

テ
ー
ジ
を
行
い
、
イ
ベ
ン
ト
を

盛
り
上
げ
ま
し
た
。
最
後
に
恒

例
の
く
じ
付
き
み
か
ん
ま
き
が

行
わ
れ
、
福
を
引
き
当
て
た

方
々
に
は
各
種
賞
品
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

　

会
場
に
は
「
奥
会
津
三
島
横

丁
」
と
称
し
て
出
店
が
並
び
ま

し
た
。毎
年
の
顔
ぶ
れ
の
ほ
か
、

新
し
く
塩
ラ
ー
メ
ン
に
挑
戦
し

た
商
工
会
青
年
部
や
、
豪
雨
災

害
復
旧
工
事
の
パ
ネ
ル
展
示
な

ど
を
行
っ
た
宮
下
地
区
建
設
業

協
同
組
合
の「
ど
ぼ
く
カ
フ
ェ
」

な
ど
も
加
わ
り
、
横
丁
を
盛
り

上
げ
ま
し
た
。
ま
た
、
い
わ
き

市
四
倉
の
方
々
は
、ア
ン
コ
ウ
、

カ
ワ
ハ
ギ
の
鍋
料
理
な
ど
海
の

味
を
提
供
し
ま
し
た
。

　

町
内
の
60
業
者
、
町
外
の
87

業
者
、
計
１
４
７
業
者
が
協
賛

し
、
歴
史
あ
る
ま
つ
り
を
支
え

ま
し
た
。

雪と火のまつり
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雪
国
は
楽
し
い
ぞ

(^o^)
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10 空き家・住宅改修費等助成金
起業支援・雇用創出事業助成金

広報紙面クイズ

13 銀山街道を活用して
地域を元気にする会

14 多重債務・貸金業に関する相談窓
口／金融犯罪等被害防止のための
出前講座／会津坂下警察署から／
ご寄附／町の人口と世帯

15

春季全国火災予防運動／国税専門
官採用試験／国家公務員採用試験

桐寿苑、福寿草、ひだまり
災害時の福祉避難所に指定

16 デジアナ変換サービス
あと１年で終了します。
編集後記
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看
護
師
さ
ん
か
ら

い
い
話
聞
き
ま
し
た
。

住
民
が
集
ま
る
場
に
合
わ
せ

希
望
す
る
メ
ニ
ュ
ー
で
実
施

　

県
立
宮
下
病
院
の
「
心
あ
る

医
療
出
前
講
座
」。
看
護
師
や

栄
養
士
が
地
域
に
出
向
い
て

行
っ
て
い
ま
す
。
生
活
習
慣
病

を
予
防
す
る
食
事
や
運
動
、
腰

痛
の
原
因
、
感
染
症
の
予
防
、

薬
の
知
識
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

メ
ニ
ュ
ー
を
用
意
し
て
い
ま

す
。
病
院
へ
の
申
し
込
み
に
よ

り
、
各
地
区
の
健
康
を
守
る
会

や
、
町
社
会
福
祉
協
議
会
の
サ

ロ
ン
な
ど
、
町
民
の
方
々
が
集

ま
る
場
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

自
分
の
健
康
状
態
を
知
り

改
善
す
る
き
っ
か
け
に

　

例
え
ば
「
生
活
習
慣
病
っ

て
？　

ち
ょ
っ
ぴ
り
運
動
を
続

け
よ
う
」
と
い
う
講
座
で
は
、

暴
飲
暴
食
や
喫
煙
な
ど
毎
日
の

良
く
な
い
生
活
習
慣
に
よ
っ
て

引
き
起
こ
さ
れ
る
病
気
を
再
認

識
し
、
そ
の
場
で
で
き
る
軽
い

運
動
を
看
護
師
に
習
っ
て
実
践

し
ま
す
。
ま
た
血
管
年
齢
を
測

定
し
て
自
分
の
健
康
状
態
を

チ
ェ
ッ
ク
。
実
年
齢
と
の
差
が

分
か
り
、
維
持
・
改
善
を
目
指

す
き
っ
か
け
と
な
り
ま
す
。

県
立
宮
下
病
院
の
出
前
講
座

健康長寿の神頼み？　いいえ、肩のストレッチです。

　

身
近
で
信
頼
さ
れ
る
病
院
運
営
を
目
指
す
県
立
宮
下
病
院
。
出

前
講
座
で
は
、
知
っ
て
い
る
よ
う
で
知
ら
な
か
っ
た
病
気
の
こ
と

や
、
す
ぐ
に
で
き
る
予
防
法
な
ど
、
健
康
づ
く
り
に
役
立
つ
知
識

に
つ
い
て
、
看
護
師
や
栄
養
士
が
分
か
り
や
す
く
お
話
し
ま
す
。

　

ま
た
「
感
染
予
防
の
た
め
の

正
し
い
手
洗
い
・
う
が
い
」
で

は
、
毎
年
秋
か
ら
冬
に
か
け
て

感
染
が
広
が
る
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
や
ノ
ロ
ウ
ィ
ル
ス
、
風
邪
を

予
防
す
る
ポ
イ
ン
ト
を
学
び
ま

す
。
正
し
い
手
洗
い
・
う
が
い
、

正
し
い
マ
ス
ク
の
着
用
、
他
人

に
う
つ
さ
な
い
た
め
の
咳
エ
チ

ケ
ッ
ト
、
湿
度
は
50
％
か
ら

60
％
に
し
、
小
ま
め
に
換
気
を

す
る
こ
と
な
ど
、
感
染
予
防
の

基
本
を
あ
ら
た
め
て
再
確
認
で

き
ま
す
。

講座メニュー 所要時間 担　当
①脳卒中を知ろう。防ごう。（予防から最新医療まで） 40 分 医師
②高齢者の転倒予防、寝たきり予防 40 分 看護師
③腰痛、膝痛の原因（若返りのための体操） 30 分 看護師
④高血圧予防教室（簡単な高血圧予防のお話） 30 分 看護師
⑤いつまでも元気に（新老人の会 3 つのスローガン） 40 分 看護師
⑥いつまでも元気に（健康は食べることから） 40 分 看護師
⑦生活習慣病って？（ちょっぴり運動を続けよう） 40 分 看護師
⑧生活習慣病（肥満について） 40 分 看護師
⑨生活習慣病（糖尿病を知ろう。防ごう） 40 分 看護師
⑩生活習慣病（脂質異常症ってなあに） 40 分 看護師
⑪感染予防のための正しい手洗い・うがい 40 分 看護師
⑫笑いと健康（なぜ笑うと良いか） 40 分 看護師
⑬お薬の正しい知識（お薬との上手なつきあい方） 40 分 薬剤師
⑭元気をつくる食習慣 20 分 栄養士
⑮山登り・山歩きの食事（バテない食事とは） 40 分 栄養士
⑯便秘予防と食事（おいしく食べてスッキリ快便） 30 分 栄養士

県立宮下病院「心ある医療出前講座」

◆利用方法＝希望する講座メニューを選び、県立宮下病院にお申し込みく
ださい。㊟原則として、平日の午前9時から午後4時までの時間帯で実施し、
日程は個別に調整します。問県立宮下病院事務部 ☎（52）2321

　西方地区健康を守る会は2月24日、出前講座
「感染予防のための正しい手洗い・うがい」を実
施しました。兼子香代子看護師は「水で流すだ
けではウィルスは落ちないので、指の間や爪を
しっかり洗ってください」と手洗いの大切さを強
調しました。

ゲームなども交えながら和
やかに講座を行った兼子
香代子看護師

　桧原地区は 2月 25日、出前講座「生活習慣
病って？　ちょっぴり運動を続けよう」を実施し
ました。日常の食事と運動について、伊藤郁子
看護師の話を聞いた後、古川昌子看護師長（左端）
に習って軽い運動を実践しました。

生活習慣病について分か
りやすく話した伊藤郁子看
護師

　出前講座では、指で
簡単に血管年齢を測定
する機器を利用すること
もできます。実年齢より
下であればひと安心。上
であれば要注意。生活
習慣の改善が必要です。

血管年齢を測定
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身近な情報をお寄せください。
役場 地域政策課 ☎（48）5533

みしまの出来事
TownNews6

救命処置を学んだ赤十字奉仕団の皆さん

　三島町赤十字奉仕団の救急講習会は 2 月 26 日、町民セン
ターで実施されました。団員 15 人が参加し、会津坂下消防署
三島出張所署員が指導に当たりました。講習ではダミー人形
を使い、反応の確認、心臓マッサージ、気道確保と人工呼吸、
AED（自動体外式除細動器）の操作を実習しました。心臓マッ
サージの実習では、少なくとも毎分 100 回の速さで、肘を伸
ばし体重をかけて、胸骨を圧迫する訓練を行いました。

心臓マッサージやＡＥＤを実習
三島町赤十字奉仕団の救急講習会

ふるさとに思いを寄せた若松三島会総会・新年会

若松三島会の方々にふるさと報告
菅家壽一さん、佐藤美智子さん

　若松三島会総会・新年会は 2 月 23 日、ルネッサンス中ノ
島（会津若松市）で開かれ、約 40 人が出席しました。二瓶
町長が町の現状を報告したほか、間方区長の菅家壽一さんが
田舎体験ツアーなどの交流事業について発表しました。続い
て佐藤美智子さん（宮下）が当町の風景をさまざまな角度か
ら撮影した写真を見せました。また懇親会では、三島太

だ い か ぐ ら

神楽
保存会が「鍾

し ょ う き

馗様」と「長獅子」を披露しました。

かわいい流しびなを作った児童たち

　児童が放課後に各種体験を行う「桐の子隊」は 2 月 13 日、
三島小 1 年生・2 年生が参加し、町民センターゆめぽけっと
で行われました。この日は高清水地区で受け継がれる伝統行
事「ひな流し」の流しびな作りを体験しました。同地区の矢
澤直子さんに習い、千代紙でおひなさまを作りました。「ひな
流し」は毎年 3 月 4 日に行われ、ほかでは見られなくなった
希少な行事であり、町外からも見学者が訪れています。

流しびな作りを体験
「桐の子隊」

がん検診について講演した黒沢正喜院長

がんは早期発見で治せる。
黒沢正喜院長が講演

　県立宮下病院の黒沢正喜院長の講演会「がん検診の勧め」
は 2 月 18 日、町民センターで開かれ、町民の方々約 50 人が
参加しました。三島町県立宮下病院等後援会の主催。黒沢院
長は、同病院で実際にがんと診断された患者の例を示しなが
ら、「レントゲンや内視鏡、ＣＴで早期発見できれば、がんは
治せます。自覚症状がないうちに検査で見つかれば、不治の
病ではありません」と、定期的な検査の受診を促しました。

海老名俊雄さんに習い、古文書を読んだ講座

　交流センター山びこで 2 月 22 日、「講座・三島を学ぶ」が
行われました。会津史学会顧問の海老名俊雄さん（桧原）が
講師を務め、「古文書に親しむ」と題して、文化 3 年（1806 年）
に書かれた「大谷組地志書上帳」を読み解きました。町内外か
ら 15 人が参加し、古文書の読み方や、江戸時代の大谷村、浅
岐村、間方村などの地誌を学びました。参加者からは、「古文
書の続きを読む機会を設けてほしい」との声が聞かれました。

200 年前の三島の歴史をひも解く
山びこで古文書を読む講座

若者が間方に集まり雪かたし
地元の方々と交流深める

　間方地区で 2 月 15 日・16 日、雪
かたしのボランティア作業が行われ
ました。県会津地方振興局が募集す
る「田舎の暮らしを守り隊」として参
加した富士ソフト㈱の方々や、昭和村
の NPO 苧麻倶楽部が行うワークキャ
ンプに参加した学生など、合わせて約
30 人が、一人暮らしの高齢者のお宅
の雪かたしをしました。関東・甲信地
方の記録的な大雪で混乱する中、東京
や福岡から駆け付けた方もいました。
また国内だけでなく、スイスや中国、
韓国の方も参加しました。ボランティ
アの経験者が多く、慣れた手つきで
効率よく作業し、屋根まで届くほど積
もった雪をきれいに除雪しました。夜
は間方集会所で交流会を開き、田舎料
理を味わいながら親睦を深め、集会所
と民家に分かれて一泊しました。
　参加者からは、「本物の雪国を体感
できた。また来たい」「豪雪の中で生
きる姿がかっこよかった」「地元のお
もてなしが最高だった」などの声が聞
かれました。間方地区の皆さんも、若
者たちと楽しく交流できたことを喜ん
でいました。菅家壽一区長は「大雪の
中、山奥まで来ていただき本当に感謝
しています。何らかの形で恩返しをし
たいです」と話しました。

雪に埋もれた民家の雪かたしを行ったボランティアの方々。全国から集まった学生など
の若者たちや、企業に勤める皆さんは、過疎化に悩む地方を少しでも助けたいという
思いで参加し、同時に山村の暮らしを体験し、人々とのつながりを深めた

作業終了後、ボランティア活動を通して
それぞれが感じたことを述べ合った

間方地区のご婦人の方々が、田舎料理の
あたたかいおもてなしを用意した
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町民記者通信
　桧原地区の「子どものサイノカミ」は2月15日に行われまし
た。各地でサイノカミのような火祭りは行われているようですが、
当地区のような「子どものサイノカミ」は全国でも珍しいようで
す。1月15日のサイノカミから1カ月後に行い、御神木は1月
15日の半分の 6メートルほどです。近年は子どもが少なくなり、
地区役員の協力で実施されています。夜 7時に、鈴木隆区長と
子ども代表の片山寧々さん（中1）が点火し、みかんまきも行われ、
餅やスルメを焼いて食べながら、一年の無病息災を願いました。

文・写真　町民記者　佐々木邦雄さん（桧原）子どものサイノカミ　桧原地区

　桧原地区の平成 25年度大字通常総会は 2月 23日、
桧原多目的集会所で開かれました。一年間の事業報告、
収支決算見込みが報告されたほか、平成 26年度の事業
計画、収支予算などが承認されました。続いて新役員
を選出し、少子高齢化の中での地区運営が任されまし
た。引き続き慰労会を行って地区の方々のコミュニケー
ションを深め、楽しいひと時を過ごしました。

文・写真　町民記者　佐々木邦雄さん（桧原）大字通常総会を開催　桧原地区

　2月15日はお釈迦様のお亡くなりになった日
で、各地の寺院で涅

ね は ん え

槃会という宗教行事が行わ
れます。川井の松音寺でも16日に盛大に行われ
ました。前日に檀家の川井、大登の主婦たちが白、
赤、青の団子を丁寧に丸め、1,400 袋の三色入り
団子を準備しました。当日は老若男女多数が、お
釈迦様の団子拾いに集まりました。寺の本堂で寺
宝の涅槃図に参詣し、お住職様の読経と法話に
耳を傾けたあと、護持会役員のまく三色団子を持
ちきれないほど拾い集め、ご満悦の様子でした。
団子は茹でなおし家族そろって食べるとご利益が
あり、また一個ずつ巾着に入れ肌身離さず持参す
ると災難除けになるともいわれています。

文・写真　町民記者　角田伊一さん（川井）お釈迦様の団子拾い　川井・松音寺の涅
ね は ん え

槃会

　高清水地区で受け継がれる行事「百
ひゃくまんべん

万遍」は 2月7日、雪が
降る中で行われました。鎮魂、追善、豊穣、除災などを祈って
行われる年中行事です。同地区でただ一人の小学生、矢澤雅生
くん（小 4）と、区長の父・倉一さん、母・昌江さんが、大きな
数珠を持って各家庭を回りました。玄関先で家族の方々と一緒
に「ナンマイダ、ナンマイダ」と唱えながら、数珠を左回りで 3
回まわし、良い年を願いました。

文・写真　町民記者　菅家敏一さん（高清水）良い年願い「百
ひ ゃ く ま ん べ ん

万遍」　高清水地区

　西方・稲荷神社で恒例の「初
はつ

午
うま

祭」が 2月 4日、厳かに執り
行われました。初午の日は、京都・伏見稲荷大社に御祭神（倉
稲魂尊）が鎮座された日とされ、全国の稲荷神社で奉祝されて
おり、西方稲荷神社でも神社総代や氏子が参列して「大祓い」
を唱えた後、青木基重宮司により「祈年祭」（五穀豊穣・商売繁
盛・諸願成就）と「鎮火祭」（火防祈願）の祝

の り と

詞奏上の後、神前
で「御鈴振り」（鈴の音により神威を参拝者に分かち与える儀式）
も奉納され、豊饒と安寧を祈る祭典を終了しました。

文・写真　町民記者　坂内洋二さん（西方）稔りと火伏せの祈願「初午祭」　西方地区

　西方・西隆寺の団子まきの浄財を集め
る托

たく

鉢
はつ

が 2月11日に行われました。同地
区は、子どもたちが浄財を頂く手伝いを
する托

たく

鉢
はつ

を昨年復活させました。2年目
の今年も小学生 3人が布袋を持ち、遠藤
弘佳和尚と一緒に歩き、道沿いに並んだ
地区の方々から浄財の米やお金を頂きま
した。一日で地区全域を回り、無事役割
を終えた子どもたちの顔には充実感があ
りました。今後、3月19日に団子丸め、
21日の彼岸の中日に涅

ね は ん え

槃会の団子まきが
西隆寺で行われます。

文・写真　町民記者　坂内洋二さん（西方）団子まきの托
た く

鉢
は つ

　西方地区

　いわき明星大の教官と学生12人が 2月 9日から11日、西方
ふるさとセンターで自炊・宿泊しながら、奥会津の雪かたしボラ
ンティアに取り組みました。折しも太平洋岸の大雪による交通混
乱のさなかで到着が遅れ、初日の雪かたしは中止しましたが、二
日目は金山町で終日作業しました。夜には西方地区で交流会を開
き、除雪の大変さや雪国ならではの楽しみなどを語り合いました。
三日目は同地区の高齢者宅などを除雪し、汗を流して働く爽快
感や、人とのふれあいの大切さを感じながら帰途につきました。

文・写真　町民記者　坂内洋二さん（西方）大学生が雪かたしボランティア　西方地区

　町民記者通信は、交流センター山びこのホー
ムページ「ゆるいばた」にも掲載しています
のでご覧ください。http://www.yuruibata.jp/
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４カ月児健診
	 3 月	11日㊋	 11：15～	 坂下厚生総合病院

足腰げんき教室
▶室内運動編
	 3月	12日㊌	 13：30～	 町民センター	
▶水中運動編
	 3月	19日㊌	 13：00町民センター集合
	 	 	（河東学園プールへ送迎）

機能訓練会
	 3 月	26日㊌	 14：00～	 福寿草

心の健康相談（※事前申し込み必要）
	 3月	24日㊊	 13：30～	 福寿草
　【申込先】町民課 ☎（48）5565

※この実施予定は、別に配布しました平成 25年度健康づく
り年間予定表（ピンク色の一枚刷り）から転記しています。

保健・子育て・健康づくり
問町民課 ☎（48）5565

実 施 予 定

三
島
町
空
き
家
・
住
宅
改
修
費
等
助
成
金

平
成
26
年
度
申
請
を
4
月
か
ら
受
け
付
け
ま
す
。

◆
助
成
の
対
象

　

助
成
の
対
象
は
次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
も
の
と
し
ま
す
。

1
定
住
・
二
地
域
居
住
ま
た
は
地

域
活
動
等
の
促
進
な
ど
が
見
込
ま

れ
る
空
き
家
の
改
修

2
利
活
用
の
見
込
み
の
な
い
空
き

家
や
、
倒
壊
等
の
恐
れ
の
あ
る
空

き
家
の
解
体

3
新
た
に
世
帯
員
の
増
を
伴
っ
て

５
年
以
上
定
住
す
る
た
め
の
住
宅

の
改
修

※
空
き
家
と
は
、
日
常
的
に
居
住

し
て
い
な
い
家
屋
で
あ
り
、
所
有

者
等
が
日
常
的
に
は
居
住
せ
ず
定

期
的
に
利
用
し
て
い
る
場
合
も
含

み
ま
す
。（
蔵
、
小
屋
な
ど
は
含

み
ま
せ
ん
）

※
改
修
と
は
、
住
宅
機
能
の
向
上

の
た
め
の
改
築
、
増
築
、
修
繕
、

設
備
の
改
善
等
と
し
ま
す
。
た
だ

し
通
常
の
家
屋
の
維
持
管
理
に
係

る
修
繕
等
は
含
み
ま
せ
ん
。

【
そ
の
他
の
条
件
】

①
原
則
と
し
て
町
内
業
者
に
よ
り

改
修
ま
た
は
解
体
を
行
う
こ
と
。

②
町
税
、
使
用
料
等
の
滞
納
が
な

い
こ
と
。

③
空
き
家
で
あ
っ
た
家
屋
に
現
に

居
住
し
て
い
る
場
合
は
、
そ
の
居

住
期
間
が
１
年
以
内
で
あ
り
、
今

後
も
定
住
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
。

◆
助
成
対
象
経
費

　

空
き
家
・
住
宅
の
改
修
ま
た
は

空
き
家
の
解
体
に
係
る
次
の
経
費

①
工
事
請
負
費

②
調
査
設
計
費

③
そ
の
他
、
町
長
が
必
要
と
認
め

る
経
費

◆
助
成
の
額

　

助
成
対
象
経
費
の
３
分
の
２
以

内
の
額　

※
た
だ
し
１
０
０
万
円

を
上
限
と
し
ま
す
。

◆
申
請
先

　

役
場　

地
域
政
策
課

　

☎
（
48
）
５
５
３
３

※
ま
ず
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

①
起
業
支
援
事
業

◆
助
成
の
対
象

　

町
内
に
事
業
所
を
有
す
る
、
ま

た
は
新
た
に
事
業
所
を
設
置
す
る

法
人
ま
た
は
個
人
事
業
主
が
新
た

に
起
業
す
る
事
業

※
起
業
し
て
１
年
以
内
の
事
業
を

含
む
。

※
既
存
の
事
業
所
が
新
た
な
分
野

で
起
業
す
る
事
業
を
含
む
。

◆
助
成
対
象
経
費
お
よ
び
期
間
等

　

地
域
資
源
等
を
活
用
し
新
た
に

起
業
す
る
事
業
に
要
す
る
次
の
経

費①
商
品
等
の
試
作
開
発
費
（
原
材

料
費
、
委
託
料
、
専
門
家
等
招
聘

謝
金
・
旅
費
、
印
刷
製
本
費
、
リ
ー

ス
料
、
消
耗
品
費
等
）
※
販
売
品

に
係
る
原
材
料
費
等
の
仕
入
れ
経

費
を
除
く
。

②
事
業
所
等
の
家
賃
、
借
地
料

③
機
器
等
の
リ
ー
ス
料

④
そ
の
他
必
要
と
認
め
る
経
費

※
施
設
整
備
費
・
施
設
改
修
費
・

備
品
購
入
費
等
の
設
備
資
金
お
よ

び
既
存
事
業
に
係
る
経
費
を
除

く
。

【
助
成
期
間
】
１
年
以
内

◆
助
成
の
額

　

助
成
対
象
経
費
の
３
分
の
２
以

内
（
千
円
未
満
切
り
捨
て
）

※
た
だ
し
１
０
０
万
円
を
上
限
と

し
ま
す
。

②
雇
用
創
出
事
業

◆
助
成
の
対
象

　

町
内
に
事
業
所
を
有
す
る
、
ま

た
は
新
た
に
事
業
所
を
設
置
す
る

法
人
ま
た
は
個
人
事
業
主
が
新
た

に
雇
用
す
る
事
業

◆
助
成
対
象
経
費
お
よ
び
期
間
等

　

新
た
に
雇
用
す
る
従
業
員
の
賃

金
・
社
会
保
険
料

【
雇
用
条
件
】

①
正
社
員　

１
年
以
上
の

　
　
　
　
　

雇
用
契
約

②
パ
ー
ト　

６
カ
月
以
上
の

　
　
　
　
　

雇
用
契
約

【
助
成
す
る
雇
用
人
数
】

①
正
社
員　

２
人
以
内

②
パ
ー
ト　

３
人
以
内

※
正
社
員
と
パ
ー
ト
の
合
計
は
３

人
以
内
と
し
ま
す
。

【
助
成
す
る
雇
用
期
間
】

①
正
社
員　

１
年
以
内

②
パ
ー
ト　

６
カ
月
以
内

◆
助
成
の
額

①
正
社
員　

一
人
当
た
り

　
　
　
　
　

月
額
１
０
万
円
以
内

②
パ
ー
ト　

一
人
当
た
り

　
　
　
　
　

月
額
５
万
円
以
内

◆
そ
の
他

　

起
業
支
援
事
業
と
雇
用
創
出
事

業
の
両
方
に
申
請
す
る
こ
と
も
可

能
で
す
。

㊟
国
・
県
等
の
助
成
等
を
受
け
て

い
る
場
合
は
対
象
外
と
し
ま
す
。

◆
申
請

　

毎
年
度　

通
年
受
付

※
申
請
年
度
内
に
助
成
期
間
が
上

限
に
満
た
な
い
場
合
は
、
翌
年
度

に
残
り
の
月
数
を
助
成
期
間
と
し

て
申
請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

◆
申
請
先

役
場　

地
域
政
策
課

☎
（
48
）
５
５
３
３

※
ま
ず
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
空
き
家
・
住
宅
改
修
費
等
助
成

金
、
起
業
支
援
・
雇
用
創
出
事
業

助
成
金
は
、
三
島
町
ま
ち
づ
く
り

基
金
を
財
源
と
す
る
予
算
の
範
囲

内
で
交
付
す
る
も
の
で
す
。

三
島
町
起
業
支
援
・
雇
用
創
出
事
業
助
成
金

申
請
は
毎
年
度
、
通
年
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　「時間栄養学」という言葉をご存知でしょうか。

生体リズム（体内時計）の視点から考えられた栄養

学で、「いつ食べるか」で生活習慣病の予防やダイ

エットにもなるといわれています。例えば、「時間」

「順番」「速度」などを考えて食べると、栄養の吸

収や働きがコントロールされることにより体調が整

い、病気や肥満防止につながります。この「時間栄

養学」に基づいた食事のポイントを紹介します。

①朝食・昼食・夕食のエネルギー割合は 3：3：4

②朝食は起きて（朝日を浴びる！）から 2 時間以内
に摂り、炭水化物（ごはんなど）と、たんぱく質（卵、
納豆、魚など）を必ず食べる。野菜や果物もあれ
ばベスト。

③夕食が夜 9 時以降になる場合は、軽めにする。

④ 30 回位よく噛み、食物繊維の多い食品（きのこ、
海藻類など）から先に食べる。

　ダイエットでの食事の基本は、「栄養のバランス

良く、腹八分目に食べること」ですが、食べるタイ

ミングも大事です。今まで減量がうまくいかなかっ

た方は試してみてはいかがでしょうか。

県立宮下病院から

栄養士のつぶやき

小野 知恵 管理栄養士

問町社会福祉協議会 ☎（52）3344

地域ふれあいサロン
浅岐あったかサロン
3月11日㊋ 10：00～ 浅岐集会所

大石田友遊サロン
3月 28日㊎ 10：00～ 大石田生活改善センター

心配ごと相談
3月 13日㊍　9：30～　福寿草

◉ボランティア団体連絡会
　3月18日㊋13：30～　福寿草
◉町社会福祉協議会理事会
　3月19日㊌13：30～　福寿草
◉町社会福祉協議会評議員会
　3月20日㊍13：30～　福寿草
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む
が
ぁ
し
む
が
し
な
ぁ
。あ
る
と
こ
ろ
に
、

と
で
も
頑
固
で
昔
人
な
も
ん
で
、
口
や
が
ま

し
く
て
、手
に
か
ね
ぇ
お
ば
ん
ち
ゃ
い
た
ど
。

ほ
ん
に
内
外
、
誰
さ
で
も
や
が
ま
し
く
て
、

わ
が
の
言
い
で
ぇ
ご
ど
は
、
ひ
と
っ
つ
も
我

慢
ど
っ
て
ね
ぇ
、
嫁
さ
な
ん
ぞ
は
側
で
聞
い

て
ら
ん
に
ぇ
ほ
ど
だ
っ
け
ど
。
ん
だ
か
ら
村

の
た
ち
ぇ
は
、

　
「
あ
の
鬼
ん
婆
、ほ
ん
に
良
ぐ
ね
ぇ
ぞ
」「
嫁

ば
っ
か
、
む
ぞ
う
せ
ぇ
わ
ぁ
」「
誰
か
教
え

で
や
ん
ね
ぇ
ど
、嫁
の
立
つ
瀬
ね
ぇ
わ
」「
い

や
い
や
、
意
地
張
っ
て
い
ま
っ
と
悪
ぐ
な
ん

べ
な
ぁ
」

　

そ
う
だ
陰
口
が
、
お
ば
ん
ち
ゃ
の
耳
さ

入
っ
た
ど
。
い
や
は
や
悔
し
く
な
っ
た
お
ば

ん
ち
ゃ
、

　
「
こ
ー
ら
、
に
し
は
村
の
た
ち
ぇ
が
俺
の

ご
ど
な
ん
だ
か
ん
だ
言
っ
て
ん
の
分
が
っ
て

ん
べ
ぇ
。
気
持
ち
よ
が
ん
べ
ぇ
わ
」「
・・・・・
」

「
な
ん
と
か
し
ゃ
べ
っ
て
ん
ろ
ぉ
。
に
し
の

腹
ん
中
裂
い
て
見
て
み
で
ぇ
な
ぁ
」「
・・・
」

　

な
じ
ょ
う
な
ご
ど
言
っ
て
も
、
口
答
え
ひ

と
つ
し
ね
ぇ
が
ら
、
ま
す
ま
す
ご
せ
や
げ
た

だ
べ
ぇ
。

　
「
こ
ー
ら
、
村
の
た
ち
ぇ
、
俺
の
ご
ど
鬼

ん
婆
な
ん
て
言
っ
て
る
そ
う
だ
が
ら
、
俺
の

歌
さ
上
の
句
つ
け
て
詠
ん
で
み
ろ
ぃ
」

　

そ
う
言
う
ど
、
裏
の
蔵
の
屋
根
の
ほ
う
さ

顔
向
げ
で
、

　

お
に
ん
ば
な
ど
と
　
人
は
言
う
ら
ん

　
「
ほ
ー
ら
、
上
の
句
つ
け
て
や
っ
て
み

ろ
ぃ
」

　

し
た
ら
ば
、
若
い
嫁
さ
ん
、
な
か
な
か
愛

嬌
が
い
い
だ
な
ぁ
。
に
こ
に
こ
し
な
が
ら
、

お
ば
ん
ち
ゃ
の
ほ
う
向
い
で
、

　
仏
に
も
　
ま
さ
る
心
を
知
ら
ず
し
て

　
鬼
ん
婆
な
ど
と
　
人
は
言
う
ら
ん

　

そ
う
言
っ
た
ど
。
お
ば
ん
ち
ゃ
、
嫁
の
顔

見
で
、
は
ぁ
ー
ど
一
息
つ
い
で
、
に
や
っ
と

笑
う
ど
、
そ
れ
か
ら
は
ほ
ん
に
い
い
お
ば
ん

ち
ゃ
に
な
ら
っ
て
、
仏
様
の
よ
う
だ
、
本
当

の
仏
様
だ
っ
て
い
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
だ

ど
。そ
の
歌
一
つ
で
、な
お
っ
ち
ま
っ
た
ち
ゅ

う
だ
な
ぁ
。

　

ざ
っ
と
む
か
し
、
と
ん
て
ん
か
ん
て
ん
、

と
ん
か
ら
り
ん
。

元
話　

故
五
十
嵐
ミ
ヨ
ノ
さ
ん
（
西
方
）

再
話　
　

五
十
嵐　

七
重
さ
ん
（
西
方
）

利
口
な
嫁

第
36
話

民
話

Open Space

　

３
月
に
入
り
、
た
く
さ
ん

あ
っ
た
雪
も
少
し
ず
つ
解
け

始
め
、
三
島
の
厳
し
い
冬
も

や
っ
と
終
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま

す
。
町
の
人
に
必
ず
言
わ
れ
る

の
が
「
今
年
は
雪
が
少
な
か
っ

た
」
と
い
う
話
で
す
が
、
私
に

と
っ
て
は
異
常
と
い
え
る
ほ
ど

多
く
、
こ
れ
以
上
積
も
っ
て
い

る
風
景
と
い
う
の
は
想
像
で
き

ま
せ
ん
。

　

２
月
15
日
・
16
日
、
間
方
地

区
で
雪
か
た
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
私
と
同
じ

埼
玉
や
東
京
、
さ
ら
に
は
外
国

の
方
も
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
雪

の
降
ら
な
い
地
域
か
ら
来
た
人

た
ち
が
、雪
を
見
て
驚
い
た
り
、

は
し
ゃ
い
で
い
る
の
を
見
て
、

私
は
雪
に
慣
れ
た
ん
だ
な
と
実

感
し
ま
し
た
。

　

私
と
年
齢
の
近
い
学
生
も
多

く
参
加
し
て
い
ま
し
た
。
参
加

し
た
理
由
を
聞
く
と
、「
雪
か

き
を
体
験
し
た
か
っ
た
」「
地

元
の
方
と
交
流
し
た
か
っ
た
」

な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
し
た
が
、
作

業
を
終
え
た
後
に
は
、
ほ
と
ん

ど
の
方
か
ら
「
地
域
の
方
の

役
に
立
て
て
よ
か
っ
た
」「
都

会
に
は
な
い
達
成
感
を
得
ら
れ

た
」
と
い
う
感
想
が
聞
か
れ
ま

し
た
。
こ
れ
は
私
自
身
も
す
ご

く
共
感
で
き
る
部
分
で
、
学
生

の
頃
に
は
地
域
の
中
で
誰
か
の

役
に
立
て
て
い
る
と
感
じ
る
こ

と
は
な
く
、
三
島
町
に
来
た
理

由
の
一
つ
に
は
そ
う
い
っ
た
部

分
を
求
め
て
い
た
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
。

　

都
会
の
若
い
人
は
、
地
域
へ

の
貢
献
や
人
と
の
つ
な
が
り
に

飢
え
て
い
る
こ
と
が
多
い
よ
う

な
気
が
し
ま
す
。
そ
こ
を
タ
ー

ゲ
ッ
ト
と
し
て
人
を
呼
び
込
ん

で
い
く
こ
と
、
そ
し
て
今
回
の

よ
う
に
集
会
所
で
の
交
流
会
や

民
泊
な
ど
、
飾
ら
な
い
あ
り
の

ま
ま
の
姿
で
交
流
す
る
こ
と

で
、
本
当
の
地
域
の
魅
力
を
伝

え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な

い
か
と
感
じ
ま
し
た
。

Vol.5

雪
か
た
し
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

三
島
町
地
域
お
こ
し
協
力
隊
　
三
浦
健
太
郎

こ
ん
に
ち
は
︒
協
力
隊
で
す
︒

　

銀
山
街
道
は
、
会
津
若
松
市

大
町
札
の
辻
か
ら
只
見
町
小
林

ま
で
、
銀
山
峠
、
美
女
峠
、
吉

尾
峠
を
越
え
て
い
く
旧
街
道

で
、延
長
は
72
㎞
に
及
び
ま
す
。

銀
や
苧
麻
（
カ
ラ
ム
シ
）、
塩

の
交
易
な
ど
で
多
く
の
人
々
が

往
来
し
ま
し
た
。
近
年
、
各
峠

に
お
い
て
草
刈
な
ど
の
道
普
請

や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
が

開
催
さ
れ
、
歴
史
街
道
と
し
て

見
直
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
方
、

沿
線
集
落
は
少
子
高
齢
化
が
非

常
に
進
み
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

維
持
が
困
難
な
状
況
に
直
面
し

て
い
ま
す
。
こ
の
た
び
銀
山
街

道
を
歩
く
県
道
と
し
て
活
用
す

る
た
め
に
、「
銀
山
街
道
を
活

用
し
て
地
域
を
元
気
に
す
る

会
」
を
発
足
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
多
く
の
皆
さ
ま
の
参

加
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

◆
発
起
人
＝
角
田
伊
一
（
街

道
交
通
史
家
、
三
島
町
）、
佐

藤
長
八
（
銀
山
峠
を
復
活
さ
せ

る
会
、
柳
津
町
）、
渡
部
稔
雄
、

石
田
俊
正
（
峠
道
の
利
活
用
を

考
え
る
会
、
昭
和
村
）、
滝
沢

博
士
（
郷
土
史
研
究
、
会
津
若

松
市
）、
櫻
田
修
一
（
地
域
ブ

ラ
ン
ド
ク
リ
エ
イ
タ
ー
、
会
津

美
里
町
）、
塩
田
恵
介
（
奥
会

津
温
泉
郷
協
議
会
、
柳
津
町
）、

坂
内
譲
（
奥
会
津
温
泉
郷
協
議

会
、
金
山
町
）、
田
賀
陽
介
（
東

北
芸
術
工
科
大
学
）、
刈
屋
晃

吉
（
あ
な
た
の
永
遠
の
故
郷
づ

く
り
を
推
進
す
る
住
民
会
議
、

只
見
町
）、五
十
嵐
政
人
（N

PO

わ
く
わ
く
奥
会
津.CO

M

、
三

島
町
）

　

◆
設
立
総
会

　

▽
日
時
＝
3
月
20
日
㊍
午
後

1
時
か
ら
▽
場
所
＝
三
島
町
町

民
セ
ン
タ
ー

　

◆
会
の
愛
称
募
集
＝

銀
山
街
道
に
よ
っ
て
地

域
が
活
性
化
す
る
イ

メ
ー
ジ
の
ロ
ゴ
マ
ー
ク

に
用
い
る
愛
称
を
募
集

し
ま
す
▽
締
切
＝
3
月

16
日
㊐
▽
申
込
方
法
＝

郵
便
ま
た
は
電
子
メ
ー

ル
▽
賞
品
＝
奥
会
津
の

特
産
品

　

◆
申
込
・
問
合
せ
＝

N
PO

わ
く
わ
く
奥
会

津.CO
M

▽
〒
９
６
９

︲
７
５
１
７
福
島
県
大

沼
郡
三
島
町
大
字
大
谷

銀
山
街
道
を
活
用
し
て
地
域
を
元
気
に
す
る
会　
３
月
20
日
に
設
立
総
会

字
中
際
１
９
０
２
番
地
▽
☎

０
２
４
１
（
52
）
２
５
９
７

（
五
十
嵐
）
▽
電
子
メ
ー
ル

info@
w

akuw
aku-okuaizu.

com

▽
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://

w
w

w
. w

akuw
aku-okuaizu.

com

三島町間方と昭和村野尻を
結ぶ旧街道は、高姫の伝説
にちなんで「美女峠」と呼
ばれ、毎年秋にウォーキン
グ大会が開催されている

　

紙
面
を
読
み
返
し
て
、
○
に
当
て
は

ま
る
答
え
を
探
し
て
く
だ
さ
い
。

︻
問
題
︼

①
２
月
に
開
催
さ
れ
た
雪
と
火
の
ま
つ

り
は
、
第
○
回
目
の
開
催
。

②
県
立
宮
下
病
院
が
実
施
し
て
い
る
の

は
、
○
○
講
座
。

③
団
子
ま
き
が
行
わ
れ
る
お
寺
の
行
事

は
﹁
○
○
○
﹂。︵
漢
字
３
文
字
︶

④
心
肺
蘇
生
の
た
め
に
電
気
シ
ョ
ッ
ク

を
与
え
る
機
械
は
、
○
○
○
︵
自
動
体

外
式
除
細
動
器
︶。

⑤
町
の
空
き
家
・
住
宅
改
修
費
等
助
成

金
の
上
限
額
は
、
○
○
○
万
円
。

三島町公式ポスター

　

５
問
正
解
者
の
中
か
ら
、
抽

選
で
５
名
の
方
に
、
三
島
町
公

式
ポ
ス
タ
ー
を
差
し
上
げ
ま

す
。
お
部
屋
に
張
っ
て
、
訪
れ

た
親
戚
の
方
や
お
客
さ
ん
に
、

当
町
の
い
い
と
こ
ろ
を
教
え
て

あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

◆
応
募
方
法

　

ハ
ガ
キ
か
メ
ー
ル
（seisaku

@
tow

n.m
ishim

a.fukushim
a.

jp

）
で
、
ク
イ
ズ
の
答
え
と
、

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番

号
、「
広
報
み
し
ま
」
に
つ
い

て
ひ
と
言
書
い
て
、
三
島
町
役

場
地
域
政
策
課
（
〒
９
６
９
︲

７
５
１
１
大
沼
郡
三
島
町
大
字

宮
下
字
宮
下
３
５
０
）
ま
で
応

募
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
締
切

　

３
月
20
日
㊍
必
着

　
（
発
表
は
来
月
号
で
）

広
報
紙
面

ク
イ
ズ

Quiz
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会津坂下警察署からのお知らせ

区　分 管　内 三島町
強 盗
空き巣ねらい
忍 び 込 み
事務所荒らし
出 店 荒 ら し
自 動 車 盗
オートバイ盗
自 転 車 盗
自販機ねらい
車 上 ね ら い
ひ っ た く り
部 品 ね ら い
強制わいせつ
街頭犯罪合計 0 0
全 刑 法 犯 7 0

※全刑法犯には街頭犯罪以外（器物
損壊、暴行、傷害、万引き、詐欺な
ど）の犯罪発生件数が含まれます。

街頭犯罪発生件数（1月）

子どもに教えましょう

「いかのおすし」
　今年に入り、他県において、小
学生の女の子が連れ去られ監禁さ
れる事件が相次いで発生していま
す。他人事と思わず、次の合言葉
を親子で復唱するなど、身を守る
教育をお願いします。

★「いか」…いかない。
　知らない人について行かない。
　危ないところに行かない。

★「の」…のらない。
　知らない人の車に乗らない。

★「お」…おおきな声で叫ぶ。
　危なかったら大きな声で叫ぶ。

★「す」…すぐに逃げる。
　とにかく人のいるところへすぐ
に逃げる。

★「し」…しらせる。
　近くの大人や警察（110 番）家
の人、学校などに知らせる。

三島町での刑法犯（1月）

０件

人口 1,864 -4 出生 0
男 897 -2 死亡 3
女 967 -2 転入 2
世帯 830 -3 転出 3
㊟住民基本台帳による数値です。増減は前月
との比較、出生・死亡・転入・転出は前月1
カ月間に届出のあった人数です。

町の人口と世帯
2 月 1 日現在

ご寄附
ありがとうございました

町社会福祉協議会へのご寄附

（ご遺志によるもの）

目　黒　哲　哉　様（早　戸）

長　郷　春　雄　様（間　方）

青　木　　　厚　様（西　方）

齋　藤　茂　樹　様（宮　下）

齋　藤　公　朗　様（宮　下）

News & Information

多重債務・貸金業に
関する相談窓口

　福島財務事務所では、返済しきれ
ないほどの借金を抱え、お悩みの方々
からの相談に応じています。抱えて
いる借金の状況をお聞きし、必要に
応じ弁護士・司法書士などの専門家
に引き継ぎを行います。相談は無料
ですのでお気軽にご相談ください。
　また国や県の登録を受けずに貸金
業を営む、いわゆる「ヤミ金融」に
は十分ご注意ください。利用してい
る貸金業者の登録状況に関する問い
合わせや、不正に利用されている預
貯金口座に関する相談も受け付けて
います。

金融犯罪等被害防止の
ための出前講座

　福島財務事務所では、地域のコミュ
ニティ活動や、各種団体の会合など
にお伺いし、「なりすまし詐欺」など
の金融犯罪被害に巻き込まれないよ
う、日ごろから注意していただきた
い内容などを分かりやすくご説明い
たします。講座は無料ですので、お
気軽にお申し込みください。
◆相談窓口＝福島財務事務所理財課
（福島市松木町13-2）

◆受付時間＝平日（祝日、年末年始
を除く）の午前 8時 30 分～午後 5
時 15分
◆電話番号
　多重債務相談窓口直通
　☎ 024（533）0064
　理財課
　☎ 024（535）0303

　空気が乾燥して火災が発生
しやすい季節になりました。火
災予防運動は、住民の皆さま
に防火に対する意識を一層高
めていただき、火災の発生を
防止することにより、尊い生命
を守り、貴重な財産の損失を
防ぐことを目的としています。

火事と救急・救助は

１１９番
会津坂下消防署 三島出張所

☎（52）3032

消
す
ま
で
は

心
の
警
報
オ
ン
の
ま
ま

春
季
全
国
火
災
予
防
運
動
３
月
１
日
㊏
～
７
日
㊎

国家公務員
採用試験

　人事院では次のとおり国家公務員
採用試験を実施します。申し込みは
インターネットで行ってください。
◆総合職試験（院卒者・大卒程度）
申込受付　4月1日㊋～ 8日㊋
第１次試験　4月27日㊐
◆一般職試験（大卒程度）
申込受付　4月9日㊌～ 21日㊊
第１次試験　6月15日㊐
◆一般職試験（高卒者）
申込受付　6月23日㊊～ 7月2日㊌
（郵送・持参）6月23日㊊～ 26日㊍
第１次試験　9月7日㊐
※申込方法や受験資格など詳しくは、
人事院ホームページまたは下記まで
お問い合わせください。
問人事院東北事務局 第二課試験係
　☎ 022（221）2022
人事院ホームページ
http://www.jinji.go.jp/saiyo/saiyo.htm

国税専門官
採用試験（大卒程度）

　国税専門官は国の財政を支える重
要な仕事を担い、税務署等において
調査・徴収・検査や指導などを行う
税のスペシャリストです。
◆受験資格　①昭和 59 年 4 月 2日
から平成 5年 4月1日生まれの者　
②平成 5年 4月 2日以降に生まれた
者で次に掲げる者（1）大学を卒業し
た者および平成 27 年 3月までに卒
業する見込みの者（2）人事院が（1）
と同等の資格があると認める者
◆受験申込受付期間
①インターネット　4月1日㊋～14日㊊
②郵送・持参　4月1日㊋～ 2日㊌
◆受験申込方法　原則インターネッ
トによる申し込みとします。郵送ま
たは持参用の受験申込書は、最寄り
の税務署で配布します。
◆第１次試験　6月8日㊐
問仙台国税局 人事第二課
　☎ 022（263）1111

滝谷建設工業㈱が

町に寄附
　滝谷建設工業㈱は、２月 8 日
に開催された第 42 回雪と火の
まつりの出店売上金と、まつり
で使用するベニヤ合板 40 枚を
町に寄附しました。目黒通浩代
表取締役が役場を訪れ、二瓶町
長に目録を手渡しました。

二瓶町長に目録を手渡す滝谷建設工業
㈱の目黒通浩代表取締役

災
害
時
の
福
祉
避
難
所
に
指
定

桐
寿
苑
、
福
寿
草
、
ひ
だ
ま
り

　

災
害
時
に
お
け
る
福
祉
避
難
所

協
定
書
調
印
式
は
2
月
28
日
、
役

場
で
行
わ
れ
、
社
会
福
祉
法
人
み

し
ま
の
齋
藤
賢
夫
理
事
長
と
、
二

瓶
町
長
が
調
印
し
ま
し
た
。
福
祉

避
難
所
は
、
災
害
発
生
時
に
設
置

さ
れ
る
一
般
の
避
難
所
で
は
生
活

す
る
こ
と
が
困
難
な「
要
配
慮
者
」

を
受
け
入
れ
る
避
難
所
で
、
桐
寿

苑
、
福
寿
草
、
ひ
だ
ま
り
を
指
定

し
ま
し
た
。
平
常
時
か
ら
物
資
の

確
保
、
訓
練
や
研
修
を
実
施
し
、

災
害
発
生
時
に
は
町
の
要
請
に
応

じ
て
要
配
慮
者
を
受
け
入
れ
ま

す
。
会
津
地
方
で
は
、
会
津
美
里

町
に
続
き
2
例
目
の
指
定
で
す
。

福祉避難所協定書に調印した二瓶町長と社会福祉法人みしまの
齋藤賢夫理事長
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2014
年
（
平
成
26
年
）
3
月
7
日
発
行

毎
月
第
1
金
曜
日
発
行

広
報

み
し

ま
2014

3№
252

編　

集　

後　

記

▼
町
民
記
者
を
委
嘱
し
て
、

も
う
す
ぐ
二
年
に
な
り
ま

す
。「
町
民
と
一
緒
に
広
報

紙
を
作
り
、
も
っ
と
身
近
に

感
じ
て
も
ら
い
た
い
」
と
い

う
思
い
か
ら
始
め
ま
し
た
。

あ
ま
り
負
担
に
な
ら
な
い
よ

う
、
で
き
る
範
囲
で
の
取
材

を
お
願
い
し
て
い
ま
す
が
、

な
ん
と
こ
れ
ま
で
に
１
２
３

件
も
の
寄
稿
が
あ
り
、
す
っ

か
り
定
番
の
コ
ー
ナ
ー
と
な

り
ま
し
た
。
お
か
げ
さ
ま
で

大
成
功
で
す
▼
町
の
広
報

担
当
は
一
人
で
他
業
務
と
兼

務
の
た
め
、
取
材
が
行
き
届

か
な
い
こ
と
も
多
い
の
が
実

情
で
す
。
町
民
記
者
に
よ
っ

て
、
町
内
の
話
題
を
幅
広
く

集
め
、
地
元
に
密
着
し
た
紙

面
と
な
り
ま
し
た
▼
広
報
の

役
割
は
、
町
民
と
行
政
を
つ

な
ぐ
こ
と
。
で
き
る
こ
と
は

ま
だ
ま
だ
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意

見
、
ア
ド
バ
イ
ス
も
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

お
茶
の
間
の
テ
レ
ビ
は
大
丈
夫
で
す
か
？

寝
室
な
ど
の
２
台
目
︑
３
台
目
の
テ
レ
ビ
も
お
忘
れ
な
く
！

三
島
町
テ
レ
ビ
放
送
サ
ー
ビ
ス︵
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
︶

ご
加
入
世
帯
の
皆
さ
ま
へ

デ
ジ
ア
ナ
変
換
サ
ー
ビ
ス
は

平
成
27
年
３
月
で
終
了
し
ま
す
︒

あと１年

アナログテレビ

来年３月まで

デジタルテレビ

︻
対
応
策
❶
︼ 

デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
に
買
い
替
え
る
︒

︻
対
応
策
❷
︼ 

地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー
を
購
入
し
接
続
す
る
︒

 

※
地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー
の
無
償
貸
与
制
度
も
あ
り
ま
す
︒

　

三
島
町
テ
レ
ビ
放
送
サ
ー
ビ

ス
（
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
）
は
、
難

視
聴
対
策
と
し
て
光
フ
ァ
イ
バ
ー

ケ
ー
ブ
ル
を
活
用
し
平
成
23
年
10

月
か
ら
本
格
運
用
を
開
始
し
ま
し

た
。
現
在
、
約
66
％
の
ご
家
庭
で

ご
利
用
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

デ
ジ
ア
ナ
変
換
と
は
、
デ
ジ
タ

ル
テ
レ
ビ
へ
の
買
い
替
え
の
負
担

軽
減
等
を
目
的
に
、
地
デ
ジ
完
全

移
行
後
も
、
デ
ジ
タ
ル
波
を
ア
ナ

ロ
グ
に
変
換
し
、
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ

ビ
で
も
地
デ
ジ
放
送
が
暫
定
的
に

見
ら
れ
る
よ
う
に
と
、
総
務
省
が

平
成
27
年
３
月
ま
で
の
期
限
付
き

で
措
置
し
た
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　

そ
の
た
め
平
成
27
年
４
月
か
ら

は
、
ア
ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
は
そ
の
ま

ま
で
は
視
聴
で
き
な
く
な
り
ま

す
。
事
前
の
ご
対
応
を
お
願
い
し

ま
す
。

【お問い合わせ】 総務省 地デジコールセンター ☎０５７０（０７）０１０１ （午前９時～午後６時）
 または、役場 総務課 ☎（４８）５５１１
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